
�，はじめに

感染は，個人から集団へと感染が拡大することが

ある。抵抗力が落ちている入院患者に感染すると，

治療が難航する恐れがあり感染予防は安全を提供す

る上での課題の一である。看護学生も臨地実習中は，

感染予防の意識を高く持つことが必要である。感染

予防の教育に関する文献は，手指の汚染状況や手洗

いの教育１）２）による研究報告が行われている。今回

は，感染予防の観点から看護師のユニフォームに関

する研究の内容を分析して検討する。看護学生が実

習で使用するユニフォームは，実習に行く前から実

習室で着用しており，看護学生にとって最も身近に

感染問題を考えられ，臨地実習を行う前のオリエン

テーションに役立てるのではないかと考えている。

本研究の目的は，看護師のユニフォームの汚染や

管理に関する研究の内容を分析することにより，看

護学生の感染予防における教育の方向性を検討する

ことである。

�，研究方法

１，用語の操作的定義

ユニフォーム：看護師及び看護学生が病棟で着用

する服装とする。

２，対象文献の抽出

医学中央雑誌Web版で１９９３年～２０１２年までの過

去２０年間に収録されている論文の中から，「看護」「ユ

ニフォーム」「白衣」「管理」「感染」「交換」「洗濯」

をキーワードに文献を検索した。

３，分析方法

先行研究３）で用いられた分析フォームを参考に，

研究の種類，研究対象，データの種類に分けた。研

究内容に対する記述を要約してコード化し，分類し

てまとめてカテゴリ化した。
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�，結 果

１９９３年～２０１２年までの過去２０年間において，前述

のキーワードより抽出された文献は６１件であった。

そのうち感染対策の解説は外し，集中治療室や手術

室を外した病棟で使用した看護師及び看護学生のユ

ニフォームに関する内容であることを確認した２３件

を分析対象とした。

１，対象文献の概要および研究方法

１）研究の種類

量的研究が２３件。全て量的研究であった。

２）研究対象

研究対象者は，看護師１５件，看護学生８件であっ

た。そのうち，質問紙調査の対象は，看護学生４件，

看護師４件でそのうち看護管理者２件であった。実

験研究のうち，看護師が病棟で着用するユニフォー

ム１１件，看護学生が着用するユニフォーム６件で

あった。ただし，ユニフォームの形態として，パン

ツスタイルが２件，ワンピーススタイルが４件（絵

で示されているワンピーススタイル２件を含む），

他はワンピースやズボンタイプなどの記載がなくユ

ニフォームの形態が明確でないものが多数である。

３）データの種類

データの種類は重複集計とした。実験データが１７

件と一番多く，質問紙が８件であった。そのうち実

験データと質問紙を併用して調査している研究が３

件であった。実験は，ほとんどがユニフォームに付

着した細菌を調査する目的で行われていた。内容は，

ユニフォームに付着した細菌数を調査した研究と特

定の細菌を調査した研究や細菌の種類を調べている

研究があった。

４）調査された細菌の種類

調査された細菌の内訳は重複集計として，MRSA

（メチシリン耐性黄色ブドウ球菌）が１０件（４３．５％），

黄色ブドウ球菌が５件（２１．７％），大腸菌が３件

（１３．０％），その他の細菌が２件（８．７％）で，細菌

の種類は特定せず細菌数のみを調査している文献は

３件（１３．０％）で，細菌の種類は不明である。

MRSAの細菌を調査している文献が全体で１０件

であり４割以上を占めている。この中で１９９３年から

１９９９年までが５件，２０００年から２０１２年までで５件で

あった。

２，研究内容の分類

対象文献から，ユニフォームの汚染や管理に関す

る研究内容を表す５２コードが抽出され，これらは９

の下位カテゴリに分類され，最終的に５カテゴリに

分類された。以下【】内はカテゴリを示し，「」内

は各カテゴリを形成する下位カテゴリを示す。最終

的に分類され５カテゴリおよび全コードに占める割

合は，【�．ユニフォームの汚染状況】３５コード

（６７．３％），【�．ユニフォームの交換理由と交換日

数】９コード（１７．３％），【�．ユニフォームの所持

枚数】４コード（７．７％），【�．ユニフォームの洗

濯方法】２コード（３．８％），【�．ユニフォームの

管理の指導】２コード（３．８％）以下，各カテゴリ

ごとに研究内容の分析結果を示す。

１）【�．ユニフォームの汚染状況】

このカテゴリは４種類の下位カテゴリに分類され，

それは「１．ケアを実施した後のユニフォームの汚

染状況」「２．時間ごとや日数によるユニフォーム

の汚染状況」「３．ケア別に比較した汚染」「４．ユ

ニフォームの部位別からみた比較」であった。ユニ

フォームの汚染状況を報告した内容が多く，全体の

６６％を占めていた。

ａ）「１．ケアを実施した後のユニフォームの汚染

状況」

汚染を細菌学的に検証して報告している研究であ

表１ 調査された細菌の種類 （重複集計）n＝２３

細菌の種類 件 （％）

MRSA １０ （４３．５）

黄色ブドウ球菌 ５ （２１．７）

大腸菌 ３ （１３．０）

その他 ２ （８．７）

不明 ３ （１３．０）
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表２ 白衣の汚染や管理に関する研究内容コード

カテゴリ（コード数，％） 研究内容コード
�．ユニフォームの
汚染状況に関する
調査（３５，６７．３％）

１．ケアを実施した
後のユニフォーム
の汚染状況（１２）

日勤終了後の白衣のMRSAによる汚染調査
看護を行った後の白衣などの汚染状況調査
看護を行った後の白衣などの菌の付着状況の調査
看護業務後の菌の付着の調査
直接ケアを実施した後の白衣の汚染状況
小児看護学実習後の看護学生のユニフォームの細菌汚染の調査
基礎看護学実習後の看護学生のユニフォームの細菌汚染の調査
小児看護学実習後の看護学生のユニフォームの細菌汚染の調査
成人看護学実習後の看護学生のユニフォームの細菌汚染の調査
看護を行った後の白衣などの汚染状況調査
１日着用後の白衣の部位別細菌数の評価
病棟の細菌環境としてのユニフォームの汚染に関する調査

２．時間ごとや日数
によるユニフォー
ムの汚染状況（７）

日毎に白衣の汚染状況を調査
着用日数と表面付着細菌数の調査
洗濯後初めて着用したときと実習３日で検出された細菌数の比較
洗濯後実習に入る前と実習５日目の着用前後の細菌学的評価
白衣着用後４日目の白衣の汚染状況の調査
洗濯直後の白衣を着て勤務を行い，時間ごとの汚染状況を調査
勤務中の時間ごとによる白衣の汚染状況を調査

３．ケア別に比較し
た汚染（２）

白衣の汚染状況をケア別に比較した調査
シーツ交換が与えるMRSAの伝播に関する調査

４．ユニフォームの
部位別からみた比
較（１４）

ポケットの細菌学的調査
白衣の胸部，腹部の細菌学的調査
白衣の胸部，腹部の細菌学的調査
両袖，胸，腹部，腹，前裾，後ろ裾の細菌学的調査
白衣の利き腕の袖，胸部，腹部，裾を細菌学的調査
胸部，ポケット，ズボンの裾を細菌学的調査
右袖口，裾の後側を細菌学的調査
右袖口，裾の後側を細菌学的調査
右袖口，裾の後側を細菌学的調査
白衣の胸部，腹部を細菌学的調査
襟，右袖内側，左袖内側，前胸部，腹部，前裾，後ろ裾を細菌学的調査
白衣袖口，右胸部，左腹部を細菌学的調査
白衣胸部，腹部前裾を細菌学的調査
白衣の前胸部を細菌学的調査

�．ユニフォームの
交換理由と交換日
数．（９，１７．３％）

５．ユニフォームの
交換日数（８）

実習中のユニフォーム着用日数の調査
看護師の白衣の交換日数を調査
ユニフォーム交換に関する基準調査
ユニフォームの着用日数に関する調査
学生のユニフォームの交換状況の調査
白衣の交換日数に関する調査
ユニフォーム交換に関する勉強会後の交換頻度の意識調査
看護学生のユニフォーム交換頻度の調査

６．交換する理由（１）看護学生のユニフォーム交換の理由に関する調査
�．ユニフォームの
所持枚数
（４，７．７％）

７．ユニフォームの
所持枚数（４）

ユニフォームの支給枚数についての調査
看護師の白衣の所持枚数を調査
看護学生のユニフォーム保有数の調査
ユニフォームの所持枚数と着用日数に関する調査

�．ユニフォームの洗
濯方法（２，３．８％）

８．ユニフォームの
洗濯方法（２）

看護師の白衣の洗濯方法を調査
ユニフォームの洗濯方法の違いによるユニフォーム汚染の比較

�．ユニフォームの管
理の指導（２，３．８％）

９．ユニフォームの
管理の指導（２）

ユニフォームの管理に関する指導についての調査
ユニフォームに関する指導を受けた経験の有無
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る。その中でも特定の細菌の数を測定している研究

が多く認められた。吉谷ら４）は，脳血管病棟に勤務

している看護師の白衣の汚染状況を胸部・腹部をス

タンプ法で採取して，汚染状況は１００％であったこ

とを報告している。西山５）は小児病棟で実習を行っ

た後の汚染状況を報告している。調査された病棟の

特殊性は各文献によって違い環境状況も多様であっ

た。

ｂ）「２．時間ごとや日数によるユニフォームの汚

染状況」

ユニフォーム着用後に時間を経るごとに汚染状況

を比較した研究や経日的に汚染状況の比較を調査し

た研究，数日間着用したユニフォームを対象にした

研究であった。和泉ら６）は，産婦人科病棟勤務の看

護師を対象にし，洗濯からあがってきたばかりの白

衣を着用して，作業開始直後から２時間おきに８時

間後までの時間ごとや５日間までの経日変化を調査

している。信岡ら７）は４日間同一白衣を着用して日

毎に勤務終了後の細菌検査を行い，細菌数が着用日

数を重ねるにつれて右肩上がりに増加することが認

められたと報告している。他にも時間ごとに調査を

行っている内容があるが，調査する時間は一定では

なかった。調査した日数は１日から５日まであり，

調査日数の基準がそれぞれで一定ではなかった。

ｃ）「３．ケア別に比較した汚染」

ユニフォームの汚染をケア別に調査した研究内容

であった。手島ら８）は，検温，清拭，車椅子への移

動の介助，体位変換を実施して白衣のMRSAによ

る汚染状況を調査した結果，車椅子への移動の介助

が一番多く検出されたことを報告している。また遠

藤ら９）は，シーツ交換前後の白衣の保有菌数につい

て調査して報告をおこなっている。

ｄ）「４．ユニフォームの部位別からみた比較」

ユニフォームの汚染は，部位を選んで検証して研

究をおこなっている。その中でも胸部や腹部を調査

している研究が多い。部位を汚染別にみると，手島

ら８）は，両袖，胸部，腹部，前裾，後ろ裾の順番に

多く検出されたことを報告し，松下ら１０）の調査は，

胸部より腹部の方が多いことを報告している。

２）【�．ユニフォームの交換理由と交換日数】

このカテゴリは２種類の下位カテゴリに分類され，

それは「５．ユニフォームの交換日数」「６．交換

する理由」であった。

ａ）「５．ユニフォームの交換日数」

ユニフォームを着用してから次に交換するまでの

日数を調査して，所持枚数や勉強会前後の比較，交

換基準の有無，指導の有無などを要因として検討し

ていた。木村１１）は全国の病院にアンケート調査を行

い，交換日数で一番多かったのは３日であることを

報告している。看護学生の臨地実習中のユニフォー

ム交換頻度について，吉井ら１２）は交換日数が平均

１．７３日と多くは３日以内に交換しており，最長で５

日であったと結果を報告している。

ｂ）「６．交換する理由」

ユニフォームの交換理由１２）１３）は，汚れたことや汗

をかくことで交換していることが理由として挙げら

れて調査されていた。

３）【�．ユニフォームの所持枚数】

このカテゴリを形成する下位カテゴリは１種類で

「７．ユニフォームの所持枚数」であった。

ユニフォームの所持枚数を調査している研究で，

看護師のユニフォームの所持枚数は平均５枚が一番

多いと述べられている１０）１４）報告や，看護学生のユニ

フォームの保有数は平均２枚であった１２）ことが報告

されていた。

４）【�．ユニフォームの洗濯方法】

このカテゴリを形成する下位カテゴリは１種類で

「８．ユニフォームの洗濯方法」であった。看護師

を対象にした研究は，病院が実施している洗濯の回

数を尋ねる１４）質問内容や，洗濯方法は８５％が病院で

ある１０）と述べられている報告があった。看護学生の

洗濯方法は，福間ら１５）の調査によると「一般衣類と

一緒に洗濯した」「ユニフォームだけを入れて洗濯

した」「ユニフォームだけを入れて洗濯し乾燥機に

かけた」の３つの選択肢で調査が行われ，「一般衣

類と一緒に洗濯した」と回答した人が６５％であった

ことを報告している。
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５）【�．ユニフォームの管理の指導】

このカテゴリを形成する下位カテゴリは１種類で

「９．ユニフォームの管理の指導」であった。

田中ら１４）は管理者と看護師を対象にした調査を行

い，ユニフォームの交換に関する指導の有無を調査

して着用日数と比較した研究を行っていた。このな

かで，看護職の約８５％が「これまでにユニフォーム

交換の指導を受けたことは無い」と回答しているこ

とから看護管理責任者がユニフォームに関する指導

と考えていることが，必ずしも看護職には認識され

ていないといえると述べている。ユニフォーム管理

の指導には管理者と看護職の認識の差異が認められ

ていた。

�，考 察

対象文献２３件を研究の概要と研究内容の分析から

今後の課題と今後の看護学生への指導を考えて考察

する。

１，研究の概要からみたユニフォームの汚染や管理

に関する研究の動向

研究の種類は，全て量的研究であり実験データが

一番多く，ユニフォームに付着した細菌による汚染

は，スタンプ法などを利用して細菌学的検査を行っ

ているものが多かった。

肉眼で確認できない汚染は，自分自身も他者から

も確認されにくいため，研究方法として実験による

研究が必要とされてきたとことが示されている。感

染予防対策は，眼に見えない細菌に対して知識を

持って対処することは重要であるが，見て確認して

納得するわかりやすさは，学生への指導として必要

なことではないかと考える。感染予防の意識を高め

るためにも自分のユニフォームの汚染を調べること

を教育の中に取り込むことも方策の一つとなる。た

だし，実習中は教員も学生も多くの事を要求される

ことが多く，時間管理や物理的な問題もあり簡易的

な方策があれば良いのではないかと考える。

調査された細菌の中で一番多いのは，MRSAで

あった。福間ら１５）は，学生がMRSA保菌者を受け

持っていないにもかかわらず，病院環境からの汚染

と考えられるMRSAの付着がみられたと報告して

いる。看護学生の実習は，実習をおこなっている病

棟だけを考えて行動するのではなく，病院という場

所の特殊性を考えて行動することが必要であると考

える。

調査対象であるユニフォームの形態は，パンツス

タイルが２件，ワンピーススタイルが４件（絵で示

されているワンピーススタイル２件を含む），他は

ワンピースやズボンタイプなどの記載がなくユニ

フォームの形態が明確でないものが多数である。追

随して検証実験を行う時は形態を示すことが必要に

なると考える。また，時代背景を考えると１９９０年代

と２０００年以降ではユニフォームの形態も以前と変化

があったのではないかと推察される。今後もユニ

フォームの形態は時代とともに変化が現れると考え

られるため，ユニフォームの形態を研究方法に示す

ことが必要であると考える。

２，研究の内容からみたユニフォームの汚染や管理

に関する研究の動向

研究内容から前述の５種類のカテゴリが抽出され

た。以下カテゴリごとに考察する。

１），【�．ユニフォームの汚染状況】

このカテゴリは，全体の６割以上を占めていた。

ケアを実施した後のユニフォームは日数のみならず

経日的にも検証されている。ユニフォームの部位別

の汚染調査は，胸部や腹部に細菌の付着が多いこと

は予想されることではあるが，実際に検証された結

果があることをふまえて，手からの交差感染だけで

なくユニフォームを媒介にした感染も考える必要性

がある。ベッドサイドでケアを行う看護師にとって，

自分が感染の環境にならないように注意することが

示唆されている。また，現在はパンツスタイルが多

くなり，形態によっても検証するユニフォームの部

位が違ってくるのではないかと推察される。

２），【�．ユニフォームの交換理由と交換日数】

ユニフォーム交換は，細菌学的調査の結果を考え

ると１日の着用で交換することが望ましいが，感覚

的な理由で交換することも交換理由となっているた
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め，看護学生への指導は細菌学的な結果を踏まえて

指導することが必要である。

３），【�．ユニフォームの所持枚数】

ユニフォームの所持枚数は，看護学生の平均が２

枚であるという研究結果を踏まえると，毎日のユニ

フォーム交換は困難であることが予想される。天候

が影響して洗濯ができず乾燥ができない場合は，毎

日の交換は難しい。また，ユニフォームの購入は，

経済的負担も生じる。毎日のユニフォーム交換は実

際には困難かもしれないが，細菌学的調査をふまえ

て，できるだけ毎日の交換を推奨することは必要で

あると考える。

４），【�．ユニフォームの洗濯方法】

対象文献から看護師は病院の洗濯を利用している

ことがわかり，看護学生は自宅に持って帰り洗濯を

行っていることから，洗濯の方法に違いがあった。

看護学生を対象にした調査１５）によると「一般衣類と

一緒に洗濯した」と回答した人が６５％であったこと

が報告されている。生活者として看護学生の立場を

考えた時に，一人暮らしの人は全て自分の事をしな

ければいけないことや，実習中は環境も変化して自

己学習もあるため多忙であると考えられる。しかし，

病院で実習をしているという自覚を持ち，自分や他

者への感染予防のためにユニフォームのみ単独で洗

濯する必要性を指導することは必要であると考える。

５），【�．ユニフォームの管理の指導】

指導する側と指導を受ける方とで認識に差異があ

ることから，指導受ける人が納得できるような指導

方法の検討が必要であると考えられる。

�．結 論

看護師のユニフォームの汚染や管理に関する研究

の内容を分析することにより，看護学生の感染予防

における教育の方向性を検討することを目的に文献

検討を行った。その結果，５つのカテゴリ【�．ユ

ニフォームの汚染状況】【�．ユニフォームの交換

理由と交換日数】【�．ユニフォームの所持枚数】【�．

ユニフォームの洗濯方法】【�．ユニフォームの管

理の指導】が明らかになった。今後は，感染予防の

教育として看護学生に対してユニフォームの汚染が

わかりやすい教授方法や，ユニフォームの具体的な

管理方法について指導する必要性が示唆された。
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抄 録

本研究は，看護師のユニフォームの汚染や管理に関する研究の内容を分析することにより，看護
学生の感染予防における教育の方向性を検討することを目的として行った。１９９３年から２０１２年の医
学中央雑誌Web版で，「看護」「ユニフォーム」「白衣」「感染」「交換」「洗濯」で検索した結果，
抽出された文献は６１件であった。そのうち解説や予防衣，集中治療室や手術室のユニフォームを外
した２３件の文献をもとに先行研究で用いた分析フォームを参考に，研究の種類，研究対象，データ
の種類，研究内容に対する記述を要約してコード化し，分類してまとめてカテゴリ化した。その結
果，５つのカテゴリ【Ⅰ．ユニフォームの汚染状況】【Ⅱ．ユニフォームの交換理由と交換日数】【Ⅲ．
ユニフォームの所持枚数】【Ⅳ．ユニフォームの洗濯方法】【Ⅴ．ユニフォームの管理の指導】が明
らかになった。
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